
令和６年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

南井上小学校 学力向上推進員 委員 校長

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成
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学習形態の工夫

★学力向上実行プラン
作成
・校内で共通理解
・学校HPで周知

○基礎基本を充実させるための「書く・聞く・話す」活動の実践

○主体的に課題を解決するための思考力・判断力・表現力の育成 貴志　久美子

（校長）榎本久美（教頭）中村七帆（教務主任）櫻井祐哉
（研修）貴志久美子（学年主任）遠藤みゆき　小賀野佳代
秋山万里子　小川佐知子　藤田ひろみ（特支）寺内小織
（TT)齋藤豊子

榎本　久美

管理職による授業参観や教員からの報告，さまざまな機会を捉えて，取り組み状況の把握を行う。

次年度における改善事項

次年度における改善事項

次年度における改善事項

３月 ４月

○漢字の読み書きや計算など基本的な学習
に意欲的に取り組める児童が多い。
●基本的な学習内容が十分定着しておらず
学力の二極化が見られる。語彙数が少なく，
問題を読み取る力や学習したことを言葉や文
章で表現したり生活に生かしたりできる力の
育成が課題である。

・基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に
つける ことができる。
・語彙を増やし，正確に文章を読むことがで
きる。 また，より適切な言葉を用いて話した
り文章を読んだり書いたりすることができる。

・朝活で，小テストや音読・群読，読書タイムを計画
的に実施し，基礎的内容の定着を図る。
・効果的なノートの取り方，短文の作り方，工夫した
日記の書き方等を教師が共有し使える言葉や漢字
を増やしていく。
・視写の活動を積極的に取り入れ，文節や言葉，意
味のまとまり等をとらえられるようにする。
・国語辞典を活用し，言葉の意味や使い方を調べ
たり，文の中で活用したりできるようにする。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）
○自分なりの考えをもち，意欲的に発表した
り文章に書いたりできる児童が増えてきてい
る。
●自分の意見や考えを相手と比べながら考
え，よりよい考えにまとめていくことが苦手で
ある。

・相手の話を最後まで聞くことができる。
・自分の考えを理由や根拠を明確にして伝え
たり，相手の考えと比較しながら聞いたり，よ
りよい考えをまとめたりできる。

・学習後のふり返りを大切にし，自分がその時間に
考えたことについて表現する習慣をつける。
・書く機会を増やしたり，自分の考えを根拠や理由
を明らかにしながら伝えたりする学習活動を意図的
に設定する。
・タブレット等のICTやホワイトボード，付箋などを効
果的に活用し，児童が互いに意見を出し合い協同
的に学ぶ場を設定する。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

１月 ２月

○意欲的に学習し，与えられた課題に，真面
目に一生懸命取り組める児童が多い。
●難しい課題になると，諦めて最後まで取り
組むことができなかったり受け身になったり
する児童がいる。

・決められた課題だけでなく，初めて出会った
課題に対しても，身に付けた力を生かして，
自分なりに解決していくことができる。

・めあてをもとに学習を進め，自分の学びをふり返
る学習サイクルを確立し，児童が見通しをもって学
習に取り組み，次時への課題意識をもてるようにす
る。
・家庭学習の手引き等を活用し，家庭と連携しなが
ら家庭学習・読書活動の習慣化を図る。
・タブレット等ICTの活用を図り，児童が進んで課題
に向き合える時間を確保する。また，自力解決時の
考え方を分かりやすく伝え合えるようにする。

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月８月

令和６年度 学力向上ロードマップ
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